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舞
古
い
、
歴
安
α
島
ろ
新
Ⅷ
…
涙
》
・
街
§
燕
松

戸
〃
と
い
っ
て
も
、
今
日
先
人
た
ち
の
存

在
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
街
を
散
策
し
た
時
、

公
園
の
片
隅
で
古
い
石
造
物
を
見
か
け

た
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
石
造
物
は
誰
が
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
時
代
に
造
ら
れ
、
長
い
年
月
の
間
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
た
た
ず
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

長
い
湿
地
帯
の
時
代
を
経
て
、
新
松
戸

地
域
（
下
谷
）
に
人
々
が
生
活
の
根
を
お

ろ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の

初
期
で
し
た
。
江
戸
を
本
拠
地
と
し
た
徳

川
幕
府
は
、
利
根
川
の
銚
子
沖
へ
の
東
遷

な
ど
関
東
の
河
川
水
系
を
整
備
し
、
関
東

各
地
に
新
田
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
下
谷

地
区
の
開
発
も
江
戸
川
右
岸
の
二
郷
半
領

に
続
き
、
寛
永
年
間
（
宍
茜
～
宍
窒
）
よ

り
始
め
ら
れ
、
寛
文
期
（
一
姿
一
～
一
宅
一
二

新
松
戸

石

造
酎
鰯

の

麓
ー1

9

ま
で
に
活
発
な
溌
窒
開
発
力
打
な
た
ふ
堂
ふ

よ
う
で
す
。
下
総
台
地
か
ら
浸
み
出
る
大

量
の
湧
水
を
集
め
、
皿
状
の
地
形
を
し
て

い
た
下
谷
地
区
で
は
、
当
初
三
年
に
一
度

の
収
種
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
坂
川
の
改
修
．
掘
り
継
ぎ
な
ど

人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
生
活
が

安
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

松
戸
市
内
に
は
一
七
四
九
基
（
松
戸
市

文
化
ホ
ー
ル
調
査
、
昭
和
六
二
年
一
月
現

在
）
の
石
造
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
市
内

で
最
も
古
い
石
造
物
は
慶
安
期
（
宍
要
～

一
室
一
）
の
も
の
で
す
が
、
造
立
年
代
か
ら

み
る
と
、
寛
文
期
、
元
禄
（
実
公
～
毛
三
）

か
ら
享
保
期
（
毛
天
ｊ
毛
三
）
と
、
文
化
・

文
政
・
天
保
期
（
天
窟
～
一
茜
三
に
多
く

一
ｋ

あかしあ公園

建
て
ら
れ
一
て
い
ま
す
新
松
戸
〆
石
造
物

も
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
松
戸
の
石
造
物
は
、
区
画
整
理
以
前

に
は
大
谷
ロ
新
田
（
現
新
松
戸
七
丁
目
）

の
稲
荷
神
社
と
坂
川
の
ほ
と
り
に
ま
と
め

て
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
新
松

戸
六
丁
目
の
も
く
れ
ん
公
園
、
七
丁
目
の

こ
ぶ
し
公
園
、
あ
か
し
あ
公
園
、
あ
お
ぎ

り
公
園
、
あ
じ
さ
い
公
園
、
稲
荷
神
社
の

境
内
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
造
物
の
多
く
は
村
の
信
仰
集
団
で
あ

る
「
識
」
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
識
」
と
は
仏
教
上
の
用
語
か
ら
発
し
て

い
る
も
の
で
す
が
、
今
日
の
会
・
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
、

信
仰
だ
け
で
な
く
相
談
ご
と
や
お
金
の
砿

F

あおぎり公震

新松戸の石造文化財
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稲荷神社
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元
抽
元
・
二
・
吉

明
治
五
二
一

明
治
二
八
・
七
・
吉

昭
和
一
五
皇
一
・
一
○

（
不
明
〉

施
政
一
二
・
二
・
吉

昭
和
九
・
二

昭
側
二
流
・
一
○
・
一
五

明
論
三
一
・
二
・
背

昭
祁
五
一
・
二

張
永
八
・
一
○
・
二
七

昭
和
恥
一
・
二
・
初
午

（
不
明
）

文
化
元
．
三
・
吉

一
八
六
凹

一
八
七
二

一
八
九
五

一
九
四
○

一
八
○
○

一
九
三
四

一
九
五
○

一
八
九
八

一
九
七
六

一
七
七
九

一
九
七
六

甲
子
躍

二
十
三
夜
嬬

統
師
塔

あじさい公R

名
号
・
匙
目
堆

名
号
・
題
目
塔

六
地
蔵

寛
文
五
・
八
・
吉

延
宝
三
・
口
・
古

文
化
一
五
・
一
二

一
六
六
五

一
六
七
五

一
八
一
八

あおぎり公I§
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元
撒
四
・
一
一
・
九

宝
永
七
・
一
○

孫
永
七
・
二

一
六
九
一

一
七
一
○

一
八
五
四

あかしあ公団

型
飢
ｏ
ｆ
肌
言
い
劃

光
明
廊
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蛎

蝿
皿
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宵

弧
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叫
・
戸
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・
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副

逓
緑
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一
・
二
一

大
正
七
皇
一
・
一
四
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八
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み
立
て
貸
し
付
吟
な
と
相
互
扶
助
の
役

割
も
は
た
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
の
交
換
や
村
民
た
ち
の
話
し

合
い
の
場
で
も
あ
り
、
座
談
の
う
ち
に
村

の
生
産
。
生
活
に
つ
い
て
の
伝
統
も
い
ろ

い
ろ
な
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

村
の
中
に
は
い
く
つ
も
の
「
講
」
が
あ
り
、

一
軒
の
家
で
複
数
の
「
講
」
に
加
入
す
る

の
が
一
般
的
で
し
た
。

新
松
戸
で
最
も
古
い
石
造
物
は
あ
じ
さ

い
公
園
に
あ
る
寛
文
五
年
（
宍
歪
）
八
月

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
つ
の
石
に

宗
派
の
異
な
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名

号
と
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
が
農

民
の
名
前
と
一
緒
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
谷
ロ
新
田
の
開
発
を
に
な
っ
た
人
々
が
、

た
と
え
宗
派
が
違
っ
て
も
互
い
に
協
力
し

て
、
平
和
な
村
を
築
こ
う
と
い
う
願
い
を

こ
め
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
名
号
・
題
目

塔
は
全
国
的
に
見
て
も
唯
一
の
石
造
物
と

思
わ
れ
ま
す
。

もくれん公園の庚申室

新
松
戸
の
石
造
物
一
で
に
庚
申
塔
か
最
豊

数
が
多
く
六
基
あ
り
ま
す
。
庚
申
塔
は
庚

申
信
仰
の
集
り
で
あ
る
庚
申
識
の
人
々
に

よ
っ
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
庚
申
信
仰
と

は
、
日
本
の
民
間
信
仰
を
代
表
す
る
ひ
と

か
の
え
さ
る

つ
で
あ
り
、
十
千
の
庚
と
十
二
支
の
申
と

が
結
び
つ
い
た
も
の
で
、
六
十
日
ご
と
に

巡
っ
て
く
る
庚
申
の
夜
に
、
人
の
体
内
に

さ
ん
し

住
み
つ
い
て
い
る
三
Ｆ
の
虫
が
睡
眠
中
に

身
体
か
ら
抜
け
出
て
、
天
帝
に
そ
の
人
の

罪
過
を
告
げ
、
天
帝
が
そ
れ
を
聞
い
て
そ

の
人
の
死
期
を
早
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
人
々
は
「
識
」
を
つ
く
っ

て
講
員
の
家
を
順
番
に
宿
に
し
て
集
ま
り
、

祈
願
し
た
後
に
三
Ｆ
の
虫
が
抜
け
出
さ
ぬ

よ
う
に
一
晩
中
寝
ず
に
飲
食
を
共
に
し
て

楽
し
く
語
り
あ
か
し
ま
し
た
。
庚
申
塔
に

は
、
天
上
界
に
住
む
仏
教
の
守
護
神
の
ひ

と
つ
で
あ
る
青
面
金
剛
が
刻
ま
れ
た
り
、

凸囲

F一‐

あじさい公園の名号・題目塔

一
・
口
冒申

か
ら
猿
に
結
び
つ
い
て
一
Ⅷ
見
ざ
る
・
言

わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
」
の
三
猿
が
刻
ま
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
甲
子
塔
．
二
十
三

夜
塔
・
念
仏
塔
・
題
目
塔
・
参
拝
塔
・
地

蔵
尊
な
ど
の
石
造
物
も
同
じ
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
「
識
」
の
人
々
に
よ
っ
て
造
ら
れ

ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
生
活
の
息
吹
き
を
伝
え
る

石
造
物
は
、
時
代
が
変
っ
て
も
人
と
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
今
日

に
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
松
戸
の
石
造
物
た
ち
は
、
新
し
い
街
・

新
松
戸
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財
な
の
で
す
。

戸司一

一 － 一

あじさい公園

一
新
松
戸
地
域
に
み
ら
れ
る
植
物
の
一

一
分
布
は
、
土
地
区
画
整
理
の
前
と
後
一

一
種
塘
蛙
確
泳
狸
坤
浄
琢
恥
権
か
霊
叫
一

一
化
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
稲
掛
け
の
柱
と
一

一
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ハ
ン
ノ
キ
．
一

一
ト
ネ
リ
コ
な
ど
の
木
は
伐
採
さ
れ
、
一

一
ア
ヤ
メ
・
オ
ミ
ナ
手
ン
・
ワ
レ
モ
コ
ー

ー
ウ
な
ど
の
草
花
も
す
っ
か
り
姿
を
消
一

荒
託
蕊
華
雲
善

一
癖
海
猫
画
幅
縮
か
怖
い
悔
娠
椎
睡
塞
一
考

一
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
一

一
近
年
人
々
を
悩
ま
し
て
い
る
花
粉
ア
ー

ー
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
も
一

一
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
爽
竹
桃
通
り
一

一
の
植
込
み
の
中
に
可
憐
な
花
を
咲
か
一

一
せ
る
ネ
ジ
バ
ナ
も
帰
化
植
物
の
一
砿
一

一
で
す
。
ま
た
、
道
端
で
よ
く
見
か
け
一

一
る
タ
ン
ポ
ポ
も
、
薯
が
そ
り
返
っ
た
一

力
く

ゞ
セ
イ
ョ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
に
と
っ
て
か
わ
一

↓
ら
れ
た
よ
、
フ
で
す
。

一
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ

一
新
松
戸
の

一
野
草
今
昔

一一一一一一
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当
資
料
館
展
示
室
の
中
で
も
大
き
な
場

所
を
占
め
ま
す
「
唐
奨
」
は
、
風
選
に
よ

る
穀
物
選
別
の
木
製
農
具
の
一
つ
で
す
。

近
世
の
農
書
に
は
、
モ
ミ
フ
ル
イ
（
腿
一
扇
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
然
の
風
を
利

用
し
た
そ
れ
以
前
の
「
箕
」
に
代
わ
っ
て
、

大
鼠
の
穀
物
を
短
時
間
の
う
ち
に
選
別
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
唐
箕
」
は
唐
の
字
が
示
す
よ
う
に
中

国
か
ら
伝
来
し
た
挫
具
で
す
が
、
江
戸
中

期
の
元
禄
時
代
（
宍
公
～
一
三
二
頃
よ
り

使
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
大
変
便
利
な
農

具
で
あ
っ
た
た
め
に
瞬
く
間
に
全
国
各
地

へ
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

も
み

使
用
方
法
は
、
籾
摺
り
後
の
籾
を
上
部

の
漏
斗
か
ら
入
れ
、
円
形
胴
部
の
中
心
に

取
り
付
け
ら
れ
た
ハ
ン
ド
ル
を
回
転
さ
せ

ま
す
。
内
部
の
板
羽
根
の
回
転
に
よ
っ
て

風
が
起
こ
り
、
重
い
玄
米
．
軽
い
籾
殻
．

民
具
シ
リ
ー
ズ

司

■
■
ｂ
》
ユ
》
一
一
”
一
■
Ｌ
酉

枇
・
蕊
く
ず
な
ど
が
重
量
ご
と
に
選
別
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
口
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
の
他
に

も
麦
・
豆
・
粟
な
ど
の
穀
物
に
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
農
具
に
か
か
わ

ら
ず
（
お
よ
そ
幅
一
・
七
脚
、
高
さ
一
・

三
脚
、
奥
行
○
・
五
脚
）
、
峰
量
で
運
び

や
す
い
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
上
総
唐
箕
」
の
名
で
知
ら
れ
た
唐
箕

は
、
千
葉
県
君
津
地
方
の
農
家
が
農
閑
期

の
副
業
と
し
て
、
各
地
を
泊
り
歩
き
な
が

ら
注
文
を
受
け
、
製
造
・
販
売
さ
れ
た
も

の
で
す
。

昨
年
の
夏
休
み
子
供
歴
史
教
室
で
は
、

唐
箕
を
実
際
に
子
供
達
と
動
か
し
て
み
ま

し
た
が
、
正
確
に
選
別
さ
れ
る
様
子
に
子

供
達
か
ら
獄
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

P
L

昨年の子供歴史教室

清
水
建
設
株
式
会
社

東
武
鉄
道
株
式
会
社

三
菱
地
所
株
式
会
社

新
松
戸
の
都
市
建
設
を
担
当
し
た
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
三
社
よ
り
、
資
料
館
入
口
際
の

新
松
戸
の
大
型
写
真
パ
ネ
ル
と
展
示
室
内

「
都
市
建
設
の
完
成
し
た
新
松
戸
」
の
模

型
を
、
御
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
■
巳
。

展
示
品
寄
贈
者

新
任
挨
拶専

門
委
員
横
山
照
邦

四
月
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

新
松
戸
南
中
学
校
校
長
と
し
て
、
開
校
以

来
八
年
間
に
わ
た
っ
て
勤
め
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
新
松
戸
地
域
と
の
つ
な
が

り
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
松

戸
市
に
は
長
年
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
盗
料
館
の
仕

事
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
夏
休
み
子
供
歴
史
教
室

七
月
二
十
三
日
附

坂
川
の
歴
史
・
民
具
体
験
学
習

☆
子
供
達
が
彫
っ
た
民
具
版
画
展

八
月
二
十
八
日
倒
・
二
十
九
日
㈹

《
Ｌ

◇
春
の
高
温
雨
の
降
ら
な
↓
梅
雨
異

常
気
象
の
影
響
は
大
き
い
よ
う
で
す
。
自

然
と
調
和
し
て
生
き
て
き
た
日
本
人
と
し

て
、
現
代
の
生
活
を
今
一
度
見
直
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
人
が
住
み
始
め
て
四
百
年
の
間
、
ず
っ

と
見
つ
め
て
き
た
石
造
物
た
ち
。
大
切
に

次
代
へ
と
受
け
渡
し
た
い
も
の
で
す
。

◇
新
松
戸
の
今
と
昔
に
関
す
る
皆
様
か
ら

の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
入
館
料

▽
所
在
地

▽▽

時開
館

間日

〈
資
料
館
利
用
の
ご
案
内
〉

編

毎
週
水
雌
～
日
附
日

加
時
～
恥
時
（
た
だ
し
、
入

館
は
妬
時
鋤
分
迄
）

無
料

松
戸
市
新
松
戸
３
１
”

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

丑
“
・
１
９
０
９

集

後

記
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